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※本書に記載されたすべての観察および記録は、診療上の必要に基づいて実施された処置の一環として行われたものであり、対象者には事前に十分な説明を行った
うえで、口頭または書面により同意を得ている。個人が特定される情報はいっさい含まれていない。

※本書の特徴として、できるだけ筆者の臨床に近づけた書き方をしている。小さなスライドではニュアンスが伝わらないので、1ページそのままスライドにしている箇所
もある。筆者の日常の臨床のニュアンスが伝われば幸いである。スライドの多くは動画からのキャプチャーのため、画像が荒れていることを最初にお詫びしておく。
本書に出てくるスープラクレスタルティッシュとは、歯根周囲の軟組織を指す。サルカス・上皮性付着・線維性付着の3層を指す。一般的に言われる生物学的幅径や
スープラクレスタルティッシュアタッチメントはサルカスを含まないので、あえてサルカスを含めた組織に対してスープラクレスタルティッシュと呼んでいる。


